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(57)【要約】
【課題】プラズマディスプレイパネルに駆動信号を供給
する駆動装置及びそれを用いたプラズマディスプレイ装
置を提供する。
【解決手段】複数のサブフィールドのうち、第１サブフ
ィールドのリセット区間中に供給されるリセット信号は
、第１電圧まで上昇する第１上昇区間及び前記第１電圧
を維持する第１維持区間を含み、第２サブフィールドの
リセット区間中に供給されるリセット信号は、前記第１
電圧より小さい第２電圧まで上昇する第２上昇区間及び
前記第２電圧を維持する第２維持区間を含み、前記第２
電圧は、サステイン電圧より大きい。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部基板に形成される複数のスキャン電極及びサステイン電極と下部基板に形成される
複数のアドレス電極とを備えるプラズマディスプレイパネルと、前記複数の電極に駆動信
号を供給する駆動部と、を備えるプラズマディスプレイ装置であって、
　前記プラズマディスプレイパネルは、単位フレームが複数のサブフィールドに分割され
て駆動され、
　前記複数のサブフィールドのうち、第１サブフィールドのリセット区間中に供給される
リセット信号は、第１電圧まで上昇する第１上昇区間及び前記第１電圧を維持する第１維
持区間を含み、第２サブフィールドのリセット区間中に供給されるリセット信号は、前記
第１電圧より小さい第２電圧まで上昇する第２上昇区間及び前記第２電圧を維持する第２
維持区間を含み、前記第２電圧は、サステイン電圧より大きいことを特徴とするプラズマ
ディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記第１上昇区間の長さは、前記第２上昇区間の長さより長いことを特徴とする請求項
１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記第２上昇区間の長さは、１μｓ～１００μｓの範囲であることを特徴とする請求項
１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記第２維持区間の長さは、１μｓ～５０μｓの範囲であることを特徴とする請求項１
に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記第２維持区間の長さは、１μｓ～２０μｓの範囲であることを特徴とする請求項１
に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記第１、２サブフィールドのリセット区間中に供給されるリセット信号のそれぞれは
、電圧が次第に下降する第１、２下降区間をさらに含み、前記第１下降区間の長さは、前
記第２下降区間の長さより長いことを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ
装置。
【請求項７】
　前記第２下降区間の長さは、１０μｓ～１５０μｓの範囲であることを特徴とする請求
項６に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記第１上昇区間の傾きは、前記第２上昇区間の傾きより小さいことを特徴とする請求
項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記第２上昇区間と第２維持区間のうち、少なくとも一つの長さは、ディスプレイ画面
の平均画像レベル（ＡＰＬ、Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｌｅｖｅｌ）に応じて変
化することを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記第２上昇区間の長さは、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）に比例する
ことを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１１】
　前記第２上昇区間の傾きは、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）に反比例す
ることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記第２維持区間の長さは、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）に反比例す
ることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１３】
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　ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が変化する場合、前記第２電圧は、実質
的に同じ値を維持することを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記駆動部は、
　前記第２電圧を供給する電圧源を備えることを特徴とする請求項１に記載のプラズマデ
ィスプレイ装置。
【請求項１５】
　前記第２サブフィールドの以前サブフィールドにおいて、サステイン区間中に供給され
る複数のサステイン信号のうち、最後のサステイン信号は、前記サステイン電極に供給さ
れることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１６】
　前記第１サブフィールドは、前記複数のサブフィールドのうち、第１番目のサブフィー
ルドであり、前記第２サブフィールドは、残りのサブフィールドのうち、少なくともいず
れか一つであることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレイ装置。
【請求項１７】
　上部基板に形成される複数のスキャン電極及びサステイン電極と下部基板に形成される
複数のアドレス電極とを備えるプラズマディスプレイパネルに駆動信号を供給する駆動装
置であって、
　前記プラズマディスプレイパネルは、単位フレームが複数のサブフィールドに分割され
て駆動され、
　前記複数のサブフィールドのうち、第１サブフィールドのリセット区間中に供給される
リセット信号は、第１電圧まで上昇する第１上昇区間及び前記第１電圧を維持する第１維
持区間を含み、第２サブフィールドのリセット区間中に供給されるリセット信号は、前記
第１電圧より小さい第２電圧まで上昇する第２上昇区間及び前記第２電圧を維持する第２
維持区間を含み、前記第２電圧は、サステイン電圧より大きいことを特徴とするプラズマ
ディスプレイパネル駆動装置。
【請求項１８】
　前記第１上昇区間の長さは、前記第２上昇区間の長さより長いことを特徴とする請求項
１７に記載のプラズマディスプレイパネル駆動装置。
【請求項１９】
　前記第２維持区間の長さは、１μｓ～２０μｓの範囲であることを特徴とする請求項１
７に記載のプラズマディスプレイパネル駆動装置。
【請求項２０】
　前記第２上昇区間と第２維持区間のうち、少なくとも一つの長さは、ディスプレイ画面
の平均画像レベルに応じて変化することを特徴とする請求項１７に記載のプラズマディス
プレイパネル駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プラズマディスプレイ装置に関し、特に、プラズマディスプレイパネルに駆
動信号を供給するための駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プラズマディスプレイパネル（以下、ＰＤＰと略す）は、不活性混合ガスの放電時に発
生する真空紫外線（ＶＵＶ）により蛍光体を励起することによって画像を表示する。
【０００３】
　このようなＰＤＰは、大型化と薄膜化が容易であるだけでなく、構造が単純になるため
製作が容易になり、かつ他の平面表示装置に比べて輝度及び発光効率が高いという長所を
有する。特に、交流面放電型３電極プラズマディスプレイパネルは、放電時に表面に壁電
荷が蓄積されて、放電により発生するスパッタリングから電極を保護するため、低電圧駆
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動と長寿命という利点を有する。
【０００４】
　プラズマディスプレイパネルは、画像の階調を具現するために、全てのセルを初期化す
るためのリセット期間、セルを選択するためのアドレス期間、選択されたセルから表示放
電を起こすサステイン期間に時分割駆動される。
【０００５】
　前記リセット区間中に、すべての電極がアドレッシングのための壁電荷状態に初期化さ
れない場合、アドレス区間において誤放電または放電が発生しないという現象が生じるこ
とができ、それによってディスプレイ画像の画質が低下するという問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は、上記の課題を解決するためのものであって、その目的は、プラズマ
ディスプレイ装置に備えられるパネル駆動装置において、アドレッシング以前に放電セル
を効果的に初期化することができる駆動装置及びそれを用いたプラズマディスプレイ装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明に係るプラズマディスプレイ装置は、上部基板に形
成される複数のスキャン電極及びサステイン電極と下部基板に形成される複数のアドレス
電極とを備えるプラズマディスプレイパネルと、前記複数の電極に駆動信号を供給する駆
動部と、を備え、前記プラズマディスプレイパネルは、単位フレームが複数のサブフィー
ルドに分割されて駆動され、前記複数のサブフィールドのうち、第１サブフィールドのリ
セット区間中に供給されるリセット信号は、第１電圧まで上昇する第１上昇区間及び前記
第１電圧を維持する第１維持区間を含み、第２サブフィールドのリセット区間中に供給さ
れるリセット信号は、前記第１電圧より小さい第２電圧まで上昇する第２上昇区間及び前
記第２電圧を維持する第２維持区間を含み、前記第２電圧は、サステイン電圧より大きい
ことを特徴とする。
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明に係るパネル駆動装置は、前記複数のサブフィール
ドのうち、第１サブフィールドのリセット区間中に供給されるリセット信号は、第１電圧
まで上昇する第１上昇区間及び前記第１電圧を維持する第１維持区間を含み、第２サブフ
ィールドのリセット区間中に供給されるリセット信号は、前記第１電圧より小さい第２電
圧まで上昇する第２上昇区間及び前記第２電圧を維持する第２維持区間を含み、前記第２
電圧は、サステイン電圧より大きいことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、リセット区間においてプラズマディスプレイパネルの放電セルを初期
化させようとする場合、スキャン電極にサステイン電圧より大きい電圧まで次第に上昇す
る信号を印加して、アドレッシングのためのスキャン電極の壁電荷を効果的に制御するこ
とができ、リセット信号の最高電圧を下げて駆動マージンを確保すると共に、最高電圧の
維持区間を設けてディスプレイ画面の平均画像レベルの変化に関わらず、安定した放電が
発生するようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、本発明に係るパネル駆動装置及びそれを用いたプラズマディス
プレイ装置について詳細に説明する。図１は、プラズマディスプレイパネルの構造に対す
る一実施の形態を示した斜視図である。
【００１１】
　図１に示すように、プラズマディスプレイパネルは、上部基板１０上に形成される維持
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電極対であるスキャン電極１１及びサステイン電極１２、下部基板２０上に形成されるア
ドレス電極２２を備える。
【００１２】
　前記維持電極対１１、１２は、通常インジウムスズ酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ－Ｔｉｎ－Ｏ
ｘｉｄｅ；ＩＴＯ）で形成された透明電極１１ａ、１２ａとバス電極１１ｂ、１２ｂとを
備え、前記バス電極１１ｂ、１２ｂは、銀（Ａｇ）、クロム（Ｃｒ）などの金属またはク
ロム／銅／クロム（Ｃｒ／Ｃｕ／Ｃｒ）の積層型若しくはクロム／アルミニウム／クロム
（Ｃｒ／Ａｌ／Ｃｒ）の積層型に形成することができる。バス電極１１ｂ、１２ｂは、透
明電極１１ａ、１２ａ上に形成され、抵抗の高い透明電極１１ａ、１２ａによる電圧降下
を減らす機能を果たす。
【００１３】
　一方、本発明の一実施の形態によれば、維持電極対１１、１２は、透明電極１１ａ、１
２ａとバス電極１１ｂ、１２ｂとが積層された構造だけでなく、透明電極１１ａ、１２ａ
を使用せずにバス電極１１ｂ、１２ｂだけでも構成されることができる。このような構造
は、透明電極１１ａ、１２ａを使用しないので、パネル製造の単価を下げることができる
という長所がある。このような構造に用いられるバス電極１１ｂ、１２ｂは、上記に列挙
した材料の他に、感光性材料など、多様な材料が可能である。
【００１４】
　スキャン電極１１及びサステイン電極１２の透明電極１１ａ、１２ａとバス電極１１ｂ
、１１ｃとの間には、上部基板１０の外部で発生する外部光を吸収して反射を減らす光差
断の機能と上部基板１０のピュリティ（Ｐｕｒｉｔｙ）及びコントラストを向上させる機
能とを果たすブラックマトリックス（Ｂｌａｃｋ　Ｍａｔｒｉｘ、ＢＭ）１５が配列され
る。
【００１５】
　本発明の一実施の形態に係るブラックマトリックス１５は、上部基板１０に形成される
が、隔壁２１と重なる位置に形成される第１ブラックマトリックス１５と、透明電極１１
ａ、１２ａとバス電極１１ｂ、１２ｂとの間に形成される第２ブラックマトリックス１１
ｃ、１２ｃとで構成されることができる。ここで、第１ブラックマトリックス１５とブラ
ック層またはブラック電極層とも呼ばれる第２ブラックマトリックス１１ｃ、１２ｃは、
形成過程で同時に形成されて物理的に接続されることができ、同時に形成されないから物
理的に接続されない場合もある。
【００１６】
　また、物理的に接続されて形成される場合、第１ブラックマトリックス１５と第２ブラ
ックマトリックス１１ｃ、１２ｃとは同じ材質で形成されるが、物理的に分離されて形成
される場合には、異なる材質で形成されることができる。
【００１７】
　スキャン電極１１とサステイン電極１２とが並べて形成された上部基板１０には、上部
誘電体層１３と保護膜１４とが積層される。上部誘電体層１３には、放電によって発生し
た荷電粒子が蓄積され、維持電極対１１、１２を保護することができる。保護膜１４は、
ガス放電時に発生した荷電粒子のスパッタリングから上部誘電体層１３を保護し、２次電
子の放出効率を上げるようになる。
【００１８】
　また、アドレス電極２２は、スキャン電極１１及びサステイン電極１２と交差する方向
に形成される。また、アドレス電極２２が形成された下部基板２０上には、下部誘電体層
２４と隔壁２１とが形成される。
【００１９】
　また、下部誘電体層２４と隔壁２１との表面には、蛍光体層２３が形成される。隔壁２
１は、縦隔壁２１ａと横隔壁２１ｂとが閉鎖型に形成され、放電セルを物理的に区分し、
放電により生成された紫外線と可視光とが隣接した放電セルに漏れるのを防止する。
【００２０】
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　本発明の一実施の形態には、図１に示す隔壁２１の構造だけでなく、多様な形状の隔壁
２１の構造も可能である。例えば、縦隔壁２１ａと横隔壁２１ｂの高さが異なる差等型隔
壁構造、縦隔壁２１ａまたは横隔壁２１ｂのうちの少なくとも一つ以上に排気通路として
使用可能なチャネルの形成されたチャネル型隔壁構造、縦隔壁２１ａまたは横隔壁２１ｂ
のうちの一つ以上に溝の形成された溝型隔壁構造などの構造とすることも可能である。
【００２１】
　ここで、差等型隔壁構造の場合には、横隔壁２１ｂの高さが高いものがより好ましく、
チャネル型隔壁構造や溝型隔壁構造の場合には、横隔壁２１ｂにチャネルが形成されるか
、溝が形成されることが好ましい。
【００２２】
　一方、本発明の一実施の形態では、Ｒ、Ｇ及びＢ放電セルのそれぞれが同じ線上に配列
されると図示及び説明されているが、他の形状に配列されることも可能である。例えば、
Ｒ、Ｇ及びＢ放電セルが三角形状に配列されるデルタ（Ｄｅｌｔａ）タイプの配列も可能
である。また、放電セルの形状も四角形状だけでなく、五角形、六角形などの多様な多角
形状も可能である。
【００２３】
　また、蛍光体層２３は、ガス放電時に発生した紫外線により発光されて、赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）または青色（Ｂ）のうちのいずれか一つの可視光を発生するようになる。ここ
で、上部／下部基板１０、２０と隔壁２１との間に設けられた放電空間には、放電のため
のＨｅ＋Ｘｅ、Ｎｅ＋Ｘｅ及びＨｅ＋Ｎｅ＋Ｘｅなどの不活性混合ガスが注入される。
【００２４】
　図２は、プラズマディスプレイパネルの電極配置に対する一実施の形態を示す図である
。プラズマディスプレイパネルを構成する複数の放電セルは、図２に示すように、マトリ
ックス状に配置されることが好ましい。複数の放電セルは、各々スキャン電極ラインＹ１
～Ｙｍ、サステイン電極ラインＺ１～Ｚｍ及びアドレス電極ラインＸ１～Ｘｎの交差部に
設けられる。スキャン電極ラインＹ１～Ｙｍは、順次駆動されるか、または同時に駆動さ
れ得、サステイン電極ラインＺ１～Ｚｍは、同時に駆動され得る。アドレス電極ラインＸ
１～Ｘｎは、奇数番目のラインと偶数番目のラインに分割されて駆動されるか、または順
次駆動され得る。
【００２５】
　図２に示す電極配置は、本発明に係るプラズマパネルの電極配置に対する一実施の形態
に過ぎず、本発明は、図２に示すプラズマディスプレイパネルの電極配置及び駆動方式に
限定されない。例えば、前記スキャン電極ラインＹ１～Ｙｍのうち、２個のスキャン電極
ラインが同時にスキャニングされるデュアルスキャン方式も可能である。また、前記アド
レス電極ラインＸ１～Ｘｎは、パネルの中央部分において上下に分割されて駆動され得る
。
【００２６】
　図３は、一つのフレームを複数のサブフィールドに分けて時分割駆動させる方法に対す
る一実施の形態を示すタイミング図である。単位フレームは、時分割階調表示を実現する
ために、所定の数、例えば８個のサブフィールドＳＦ１，．．．，ＳＦ８に分割されるこ
とができる。また、各サブフィールドＳＦ１，．．．，ＳＦ８は、リセット区間（図示せ
ず）、アドレス区間Ａ１，．．．，Ａ８、及びサステイン区間Ｓ１，．．．，Ｓ８に分割
される。
【００２７】
　ここで、本発明の一実施の形態によれば、リセット区間は、複数のサブフィールドのう
ち、少なくとも一つで省略できる。例えば、リセット区間は、最初のサブフィールドにの
み存在するか、または最初のサブフィールドと全サブフィールドのうち、中間程度のサブ
フィールドにのみ存在することもできる。
【００２８】
　各アドレス区間Ａ１，．．．，Ａ８では、アドレス電極Ｘに表示データ信号が印加され
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、各スキャン電極Ｙに相応するスキャンパルスが順次印加される。
【００２９】
　各サステイン区間Ｓ１，．．．，Ｓ８では、スキャン電極Ｙとサステイン電極Ｚとにサ
ステインパルスが交互に印加され、アドレス区間Ａ１，．．．，Ａ８において壁電荷が形
成された放電セルからサステイン放電を起こす。
【００３０】
　プラズマディスプレイパネルの輝度は、単位フレームで占めるサステイン放電区間Ｓ１
，．．．，Ｓ８内のサステイン放電パルスの数に比例する。１つの画像を形成する一つの
フレームが、８個のサブフィールドと２５６階調で表現される場合、各サブフィールドに
は、順に１、２、４、８、１６、３２、６４、１２８の割合で互いに異なるサステインパ
ルスの数が割り当てられることができる。万一、１３３階調の輝度を得るためには、サブ
フィールド１区間、サブフィールド３区間及びサブフィールド８区間中にセルをアドレッ
シングしてサステイン放電すれば良い。
【００３１】
　各サブフィールドに割り当てられるサステイン放電の数は、ＡＰＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉ
ｃ　Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ステップに応じるサブフィールドの加重値に応じて可
変的に決定されることができる。すなわち、図３では、一つのフレームを８個のサブフィ
ールドに分割する場合を例に挙げて説明したが、本発明はそれに限定されず、一つのフレ
ームを形成するサブフィールドの数を設計仕様に応じて多様に変形することが可能である
。例えば、一つのフレームを１２または１６サブフィールドなどのように、８サブフィー
ルド以上に分割してプラズマディスプレイパネルを駆動させることができる。
【００３２】
　また、各サブフィールドに割り当てられるサステイン放電の数は、ガンマ特性やパネル
特性を考慮して多様に変形することが可能である。例えば、サブフィールド４に割り当て
られた階調度を８から６へ下げ、サブフィールド６に割り当てられた階調度を３２から３
４に上げることができる。
【００３３】
　図４は、前記分割された一つのサブフィールドに対して、プラズマディスプレイパネル
を駆動させるための駆動信号に対する一実施の形態を示すタイミング図である。
【００３４】
　前記サブフィールドは、スキャン電極Ｙ上に正極性の壁電荷を形成し、サステイン電極
Ｚ上に負極性の壁電荷を形成するためのプリリセット（ｐｒｅ　ｒｅｓｅｔ）区間、プリ
リセット区間により形成された壁電荷分布を利用して前画面の放電セルを初期化するため
のリセット区間、放電セルを選択するためのアドレス区間及び選択された放電セルの放電
を維持させるためのサステイン区間を備える。
【００３５】
　リセット区間は、セットアップ区間及びセットダウン区間からなり、前記セットアップ
区間においては、すべてのスキャン電極に上昇ランプ波形が同時印加されてすべての放電
セルにおいて微細放電が発生し、これにより、壁電荷が生成される。前記セットダウン区
間には、前記上昇ランプ波形のピーク電圧より低い正極性の電圧で下降する下降ランプ波
形がすべてのスキャン電極Ｙに同時に印加されて、すべての放電セルから消去放電が発生
し、これにより、セットアップ放電により生成された壁電荷及び空間電荷のうちの不要電
荷を消去させる。
【００３６】
　アドレス区間には、スキャン電極に負極性のスキャン信号ｓｃａｎが順次印加され、こ
れと同時に前記アドレス電極Ｘに正極性の電圧Ｖａを有するデータｄａｔａ信号が印加さ
れる。このような前記スキャン信号ｓｃａｎとデータ信号ｄａｔａとの間の電圧差と前記
リセット区間中に生成された壁電圧によりアドレス放電が発生してセルが選択される。一
方、前記セットダウン区間とアドレス区間中に前記サステイン電極には、サステイン電圧
を維持する信号が印加される。
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【００３７】
　前記サステイン区間には、スキャン電極とサステイン電極に交互にサステイン電圧Ｖｓ
を有するサステインパルスが印加されて、スキャン電極とサステイン電極との間に面放電
形態でサステイン放電が発生する。
【００３８】
　図４に示す駆動波形は、本発明に係るプラズマディスプレイパネルを駆動させるための
信号に対する一実施の形態のものであって、図４に示す波形によって本発明は限定されな
い。例えば、前記プリリセット区間を省略し得るし、図４に示す駆動信号の極性及び電圧
レベルは、必要に応じて変更可能であり、前記サステイン放電が完了した後に壁電荷を消
去するための消去信号がサステイン電極に印加され得る。また、前記サステイン信号がス
キャン電極ＹとサステインＺ電極のうちのいずれか一つにのみ印加されて、サステイン放
電を起こすシングルサステイン駆動も可能である。
【００３９】
　図５は、本発明に係るパネル駆動信号の波形に対する第１の実施の形態を示すタイミン
グ図である。
【００４０】
　図５に示すように、一つのフレームを構成する複数のサブフィールドのうちのいずれか
一つのサブフィールド、例えばＮ番目のサブフィールドから供給されるリセット信号の最
高電圧Ｖｅは、他のサブフィールドから供給されるリセット信号の最高電圧Ｖｓｔより小
さいことができる。
【００４１】
　すなわち、複数のサブフィールドのうちの一部のサブフィールドでは、図４に示すよう
に、Ｖｓｔまで上昇するリセット信号をスキャン電極Ｙに供給し、残りのサブフィールド
では、図５に示すＮ番目のサブフィールドのように、前記Ｖｓｔより小さいＶｅまで上昇
するリセット信号をスキャン電極Ｙに供給することができる。
【００４２】
　上記のように、一部のサブフィールドから供給されるリセット信号の最高電圧を減少さ
せることによって、パネル駆動マージンを確保して高速駆動に有利であり、それ同時にパ
ネル駆動に消費される電力を減少させることができる。
【００４３】
　この場合、前記Ｎ番目のサブフィールドの以前サブフィールド、すなわち（Ｎ－１）番
目のサブフィールドのサステイン区間においては、複数のサステイン信号のうち、最後の
サステイン信号は、図４に示すように、サステイン電極Ｚに供給され得る。
【００４４】
　上記のように、（Ｎ－１）番目のサブフィールドにおいて最後のサステイン信号をサス
テイン電極Ｚに供給することによって、サステイン放電が発生したスキャン電極Ｙには、
陽極性（＋）の壁電荷が形成され、サステイン電極Ｚには、陰極性（－）の壁電荷が形成
される。
【００４５】
　それにより、Ｎ番目のサブフィールドにおいてＶｓｔより小さい電圧であるＶｅまで上
昇するリセット信号をスキャン電極Ｙに供給しても、（Ｎ－１）番目のサブフィールドに
おいてサステイン放電が発生したスキャン電極Ｙから初期化放電が十分に発生され得る。
【００４６】
　前記初期化放電を十分に発生させてスキャン電極Ｙに多くの量の陽極性（＋）の壁電荷
を形成させ、それによってアドレッシングエラーを減少させるために、前記Ｎ番目のサブ
フィールドから供給されるリセット信号の最高電圧Ｖｅは、サステイン電圧Ｖｓより大き
いことが好ましい。
【００４７】
　すなわち、本発明に係るプラズマディスプレイパネルの駆動装置は、複数のサブフィー
ルドのうち、少なくともいずれか一つのサブフィールドから、他のサブフィールドより小
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さい最高電圧Ｖｅを有するリセット信号を供給し、前記リセット信号の最高電圧Ｖｅは、
サステイン電圧Ｖｓより大きいことが好ましい。
【００４８】
　また、図５に示すように、Ｎ番目のサブフィールドから供給されるリセット信号は、Ｖ
ｅ電圧まで上昇する上昇区間ａ以後に前記Ｖｅ電圧を維持する維持区間ｂを備えることが
できる。
【００４９】
　ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ、Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｌｅ
ｖｅｌ）に応じてプラズマディスプレイパネルのキャパシタンスが変化でき、それにより
、リセット信号のセットアップ区間またはセットダウン区間の傾きが変化し得る。
【００５０】
　すなわち、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が増加すれば、パネルのキャ
パシタンスが増加してリセット信号のセットアップ区間の傾きが減少でき、反対にディス
プレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が減少すれば、パネルのキャパシタンスが減少し
てリセット信号のセットアップ区間の傾きが増加できる。
【００５１】
　上記のように、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が増加してリセット信号
のセットアップ区間の傾きが減少でき、それにより、セットアップ区間の長さが固定され
た場合、リセット信号の最高電圧が減少でき、スキャン電極Ｙに形成される陽極性（＋）
の壁電荷の量が減少してアドレッシングエラーが発生できる。
【００５２】
　図５に示すように、サステイン電圧Ｖｓより大きく、他のサブフィールドのリセット信
号の最高電圧Ｖｓｔより小さいＶｅ電圧まで上昇するリセット信号において、前記Ｖｅ電
圧を維持する維持区間ｂを含めることによって、ディスプレイ画面の平均画像レベル（Ａ
ＰＬ）の変化に応じてリセット信号の最高電圧Ｖｅが変化することを防止することができ
る。それによって、スキャン電極Ｙに陽極性（＋）の壁電荷を十分に形成させることがで
き、アドレッシングエラーを減少させることができる。
【００５３】
　図６は、ディスプレイ画面の平均画像レベルの変化に応じるリセット信号の波形に対す
る実施の形態を示すタイミング図である。
【００５４】
　図６に示すように、複数のサブフィールドのうちの少なくともいずれか一つのサブフィ
ールドから供給されるリセット信号は、Ｖｅ電圧まで次第に上昇する上昇区間、Ｖｅ電圧
を維持する維持区間、及び前記Ｖｅ電圧から次第に下降する下降区間を備えることができ
る。
【００５５】
　図６に示すように、本発明に係るリセット信号は、最高電圧であるＶｅを維持する維持
区間を含み、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）に関わらず、予め設定された
最高電圧であるＶｅまで上昇できる。
【００５６】
　上述のように、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）の変化に応じてリセット
信号の上昇区間の傾きが変化し、それによって最高電圧であるＶｅまで上昇するのに消費
される時間、すなわち上昇区間の長さｔ１が変化できる。
【００５７】
　さらに詳細に説明する。図６の（ａ）に示すディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰ
Ｌ）が０％である場合、すなわちディスプレイ画面がフルブラック（ｆｕｌｌ　ｂｌａｃ
ｋ）である場合に、リセット信号の上昇区間の傾きが最も大きく、それにより、リセット
信号の上昇区間の長さｔ１が最も短いことができる。
【００５８】
　図６の（ｂ）に示すディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が５０％である場合
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、リセット信号の上昇区間の傾きが前記図６の（ａ）に示す場合より小さくなり、それに
より、リセット信号の上昇区間の長さｔ１は、前記図６の（ａ）に示す場合より長くなり
得る。
【００５９】
　図６の（ｃ）に示すディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が１００％である場
合、すなわちディスプレイ画面がフルホワイト（ｆｕｌｌ　ｗｈｉｔｅ）である場合に、
リセット信号の上昇区間の傾きが最も小さく、それにより、リセット信号の上昇区間の長
さｔ１が最も長いことができる。
【００６０】
　また、パネルの駆動マージンを確保してパネルを安定的に駆動させるために、リセット
信号の全体長ｔ及び上昇区間と維持区間の長さｔ１＋ｔ２が固定されている場合、リセッ
ト信号の維持区間の長さｔ２は、図６の（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の順に減少できる。
【００６１】
　すなわち、ディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が増加するほど、リセット信
号の上昇区間の長さｔ１は減少し、それにより維持区間の長さｔ２は減少できる。
【００６２】
　また、上記のような理由でディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が増加するに
伴い、リセット信号の下降区間の傾きは増加（傾きの絶対値は減少）できる。すなわち、
図６の（ａ）に示すディスプレイ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が０％である場合のリ
セット信号の下降区間の傾きが最も小さく、図６の（ｃ）に示すディスプレイ画面の平均
画像レベル（ＡＰＬ）が１００％である場合のリセット信号の下降区間の傾きが最も大き
くあり得る。
【００６３】
　前記のように、本発明に係るプラズマディスプレイパネルの駆動装置は、ディスプレイ
画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が０％～１００％の範囲の任意値を有しても、リセット
信号が予め設定したＶｅまで上昇できるようにする充分な長さの維持区間をリセット信号
に含めることによって、パネル駆動を安定化することができる。
【００６４】
　図７は、本発明に係るパネル駆動信号の波形に対する第２の実施の形態を示すタイミン
グ図である。
【００６５】
　図７に示すように、一つのフレームを構成する複数のサブフィールドのうちの第１番目
のサブフィールドでは、Ｖｓｔまで上昇するリセット信号が供給され、２番目のサブフィ
ールド以後からは、前記Ｖｓｔより小さくサステイン電圧Ｖｓより大きいＶｅ電圧まで上
昇するリセット信号が供給されることができる。また、図７に示すように、複数のサブフ
ィールドから供給されるリセット信号は、全て最高電圧、すなわちＶｓｔまたはＶｅ電圧
を維持する維持区間を備えることができる。
【００６６】
　前記一つのフレームを構成する複数のサブフィールドは、加重値、すなわち各サブフィ
ールドから供給されるサステイン信号の数が少ないサブフィールドから大きいサブフィー
ルドの順に配置されることができ、それにより、前記第１番目のサブフィールドは、前記
複数のサブフィールドのうち、サステイン信号の数が最も少ないサブフィールドでありう
る。
【００６７】
　一つのフレームを構成する複数のサブフィールドのうち、第１番目のサブフィールドで
は、全体放電セルに対して初期化放電を発生させるために高い電圧であるＶｓｔまで上昇
するリセット信号を供給し、残りのサブフィールドでは、前記Ｖｓｔより低いＶｅまで上
昇するリセット信号を供給して、以前サブフィールドでサステイン放電が発生した放電セ
ルに対してのみ初期化放電を発生させることができる。
【００６８】
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　図７に示すように、パネルの駆動マージンを確保して高速駆動を可能にするために、Ｖ
ｅまで上昇するリセット信号の上昇区間の長さｔ１は、Ｖｓｔまで上昇するリセット信号
の上昇区間の長さｓ２より小さく、Ｖｅまで上昇するリセット信号の上昇区間の傾きは、
Ｖｓｔまで上昇するリセット信号の上昇区間の傾きより大きく、Ｖｅまで上昇するリセッ
ト信号の下降区間の長さｔ３は、Ｖｓｔまで上昇するリセット信号の下降区間の長さｓ３
より小さい。
【００６９】
　それにより、一つのフレームを駆動させるための時間及びその中でリセット区間が占め
る割合を考慮すれば、Ｖｅまで上昇するリセット信号の上昇区間の長さｔ１は、１μｓ～
１００μｓの範囲を有することができ、前記範囲内でディスプレイ画面の平均画像のレベ
ル（ＡＰＬ）に応じて変化され得る。
【００７０】
　上述の高速駆動を可能にするパネルの駆動マージンを確保するために、前記Ｖｅまで上
昇するリセット信号の維持区間の長さｔ２は、１μｓ～５０μｓの範囲内でディスプレイ
画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）に応じて変化され得る。
【００７１】
　また、パネルのキャパシタンス及び上述のＶｅ電圧の大きさを考慮すれば、ディスプレ
イ画面の平均画像レベル（ＡＰＬ）が０％～１００％の範囲の任意値を有しても、リセッ
ト信号が前記Ｖｅまで上昇できるようにするために、前記Ｖｅまで上昇するリセット信号
の維持区間の長さｔ２は、１μｓ～２０μｓであり得る。
【００７２】
　一つのサブフィールドのリセット区間の長さが２００μｓ以内であるとき、アドレス区
間及びサステイン区間のためのパネルの駆動マージンを十分に確保することができるので
、上記のような範囲の上昇区間の長さｔ１及び維持区間の長さｔ２を考慮すれば、前記Ｖ
ｅまで上昇するリセット信号の下降区間の長さｔ３は、１０μｓ～１５０μｓの範囲を有
することができる。
【００７３】
　図８は、スキャン電極に駆動信号を供給するスキャン駆動回路の構成に対する一実施の
形態を示す回路図である。
【００７４】
　図８に示すように、本発明に係るスキャン駆動回路は、エネルギー回収部、サステイン
駆動部、リセット駆動部、及びスキャンＩＣを備えて構成されることができる。
【００７５】
　サステイン駆動部は、サステイン区間中に高電位のサステイン電圧Ｖｓを供給するサス
テイン電圧電源Ｖｓと、サステイン電圧Ｖｓがパネルのスキャン電極Ｙに印加されるよう
にターンオンするサスアップスイッチＱ１と、スキャン電極Ｙに印加される電圧をグラウ
ンド電圧まで下降するようにターンオンするサスダウンスイッチＱ２を備える。
【００７６】
　エネルギー回収部は、スキャン電極Ｙに供給されたエネルギーを回収及び供給するソー
スキャパシタＣｓ、ソースキャパシタＣｓに格納されたエネルギーがスキャン電極Ｙに供
給されるようにターンオンするエネルギー供給スイッチＱ３、及びスキャン電極Ｙからソ
ースキャパシタＣｓにエネルギーが回収されるようにターンオンするエネルギー回収スイ
ッチＱ４を備える。
【００７７】
　リセット駆動部は、次第に上昇するセットアップ信号をスキャン電極に供給するために
ターンオンするセットアップスイッチＱ５、負極性の電圧源－Ｖｙと接続して負極性の電
圧－Ｖｙまで次第に下降するセットダウン信号をスキャン電極に供給するためにターンオ
ンするセットダウンスイッチＱ７を備える。
【００７８】
　セットアップスイッチＱ５は、ドレインがサステイン電圧電源Ｖｓに接続され、ソース
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るに伴い、次第に上昇する前記セットアップ信号が生成される。
【００７９】
　セットダウンスイッチＱ７は、ドレインがスキャンＩＣと接続され、ソースが負極性の
電圧源－Ｖｙと接続され、ゲートに可変抵抗が接続され、可変抵抗（図示せず）の抵抗値
が変わるに伴い、次第に下降するセットダウン信号が生成される。
【００８０】
　図５～図７を参照して説明した通り、複数のサブフィールドのうち、少なくともいずれ
か一つ、例えば２番目以後のサブフィールドからＶｓｔより小さくサステイン電圧Ｖｓよ
り大きいＶｅ電圧まで上昇するリセット信号をスキャン電極Ｙに供給するために、本発明
の一実施の形態に係るスキャン駆動回路は、別途のＶｅ電圧源を備えることができる。
【００８１】
　すなわち、複数のサブフィールドのうち、少なくともいずれか一つ、例えば２番目以後
のサブフィールドでは、リセット信号の上昇区間中にＶｅ電圧源に接続したセットアップ
スイッチＱ６がターンオンして、ゲートに接続した可変抵抗の抵抗値が変わるに伴い、前
記リセット信号の電圧がＶｅまで次第に上昇できる。
【００８２】
　スキャンＩＣは、スキャン電圧電源Ｖｓｃａｎと接続されて、スキャン電極にスキャン
電圧Ｖｓｃを印加するためにターンオンするスキャンアップスイッチＱ１２、スキャン電
極にグラウンド電圧を印加するためにターンオンするスキャンダウンスイッチＱ１１を備
える。
【００８３】
　図８では、別途のＶｅ電圧源を備えてＶｅまで上昇するリセット信号を供給することを
例に上げて、本発明に係るプラズマディスプレイパネルの駆動装置の一実施の形態につい
て説明したが、本発明は、それに限定されず、それ以外にサステイン電圧ＶｓとＶｓｔ電
圧との間の値を有する電圧までリセット信号を上昇させ得る様々な駆動回路の構成が可能
である。
【００８４】
　上述した本発明の好ましい実施の形態は、例示の目的のために開示されたものであり、
本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者であれば、本発明の技術的思想
を逸脱しない範囲内で、様々な置換、変形、及び変更が可能であり、このような置換、変
更などは、特許請求の範囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】プラズマディスプレイパネルの構造に対する一実施の形態を示す斜視図である。
【図２】プラズマディスプレイパネルの電極配置に対する一実施の形態を示す断面図であ
る。
【図３】一つのフレームを複数のサブフィールドに分けてプラズマディスプレイパネルを
時分割駆動させる方法に対する一実施の形態を示すタイミング図である。
【図４】プラズマディスプレイパネルを駆動させるための駆動信号に対する一実施の形態
を示すタイミング図である。
【図５】本発明に係るパネル駆動信号の波形に対する第１の実施の形態を示すタイミング
図である。
【図６】ディスプレイ画面の平均画像レベルの変化に応じるリセット信号の波形に対する
実施の形態を示すタイミング図である。
【図７】本発明に係るパネル駆動信号の波形に対する第２の実施の形態を示すタイミング
図である。
【図８】スキャン電極に駆動信号を供給するスキャン駆動回路の構成に対する一実施の形
態を示す回路図である。
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